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第一保育園では２月１日、豆まきを行いました。
園児たちがホールに集まって豆まきの練習をしてい

ると、突然オニがホールに乱入。園児たちは勢い良く
「オニはー、そとっ！　福はー、うちっ！」と元気な
声を張り上げ、オニに向かって豆を投げていました。
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式
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新
成
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し
て
山
崎
修
さ

ん
と
後
藤
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絵
さ
ん
が
、
青
春
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ま
し
た
。

茶
話
会
で
は
、
中
学
時
代
の
恩

師
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

れ
、
新
成
人
た
ち
は
、
懐
か
し
い

先
生
か
ら
の
言
葉
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
日
式
に
参
加
し

た
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
友
達
や

恩
師
と
の
再
会
に
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

はい、チーズ!!

いよっ、決まってるね!! 色とりどりの華やかな振りそでで着飾った新成人
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月

13
日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

アトラクション・茶話会は

「成人式企画運営委員会」が

中心となり企画。当日の司会

進行なども行いました。

▼同委員の皆さん（敬称略）

…飯塚翔大、林翔太、竹之内

陽平、高橋俊介、齋藤侑平、

鈴木英子、戸丸愛子、渡辺奈

菜絵、諸田彩乃、塚本千恵美。 司会でも会場を盛り上げました

何があたるかドキドキの
おたのしみ抽選会

アトラクションでは生越太
鼓が勇壮な音色を披露

成人式企画運営委員の皆さん

▼
永
井
下
組
…
藤
井
利
文
、
藤
井

靖
晃
、
藤
井
英
樹
、
藤
井
由
貴
、

▼
永
井
上
組
…
貝
瀬
詩
織
、
▼
入

原
上
組
…
倉
澤
清
隆
、
七
五
三
木

孝
昭
、
村
上
竜
太
、
諸
田
彩
乃
、

▼
入
原
下
組
…
高
橋
友
梨
、
堤
尚

子
、
▼
藤
井
…
高
橋
俊
介
、
新
木

冬
水
、
▼
宮
貝
戸
…
関
上
弘
文
、

竹
内
竜
士
、
▼
根
岸
…
竹
之
内
陽

平
、
▼
伏
田
…
竹
之
内
憲
仁
、
▼

鎌
沢
…
齋
藤
侑
平
、
沢
浦
幸
登
、

村
上
祐
司
、
平
澤
美
奈
、
▼
森
下

上
組
…
廣
田
考
貴
、
▼
森
下
中
組

…
加
藤
直
弥
、
諸
田
祐
司
、
浅
本

佳
織
、
諸
田
美
沙
紀
、
▼
入
沢
…

飯
塚
翔
大
、
阿
部
友
美
、
▼
三
ツ

谷
…
兵
藤
梨
恵
、
▼
北
部
…
林
慎

新
成
人
を
紹
介
（
敬
称
略
）
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に
は
戻
れ
な
い
と
い
う
事
で
す
。

「
あ
の
時
、
こ
う
し
て
お
け
ば
良
か

っ
た
」
と
後
悔
す
る
事
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
の
人
生

は
後
悔
の
な
い
よ
う
に
そ
の
時
、
そ

の
一
瞬
を
最
高
の
仲
間
、
最
愛
の
人

と
過
ご
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
中
学
校
を
一
緒
に

卒
業
し
た
ア
イ
ツ
が
今
日
、
こ
の
場

に
い
な
い
事
で
す
。
で
も
、
ア
イ
ツ

は
俺
や
こ
こ
に
い
る
み
ん
な
の
心
の

中
に
生
き
続
け
る
こ
と
に
違
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
の
人
生
ア
イ

ツ
の
分
ま
で
み
ん
な
で
生
き
て
、
ア

イ
ツ
の
分
ま
で
み
ん
な
で
幸
せ
に
な

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
日
ま
で
温
か
く
見
守

っ
て
く
れ
た
両
親
を
は
じ
め
、
全
て

の
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
楽
し

い
十
代
は
過
ご
せ
ま
し
た
か
？
楽
し

い
恋
愛
は
し
て
い
ま
す
か
？
楽
し
い

事
は
好
き
で
す
か
？

時
が
流
れ
る
の
は
早
い
も
の
で
、

も
う
成
人
式
を
迎
え
る
時
が
来
ま
し

た
。嬉

し
い
一
方
、
悲
し
い
事
も
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
、
も
う
二
度
と
十
代

そ
の
時
、
そ
の
一
瞬
を

悔
い
な
く

山
やま

崎
ざき

修
おさむ

さん

（大　堀）

青春メッセージ（抜粋）

う
」
と
伝
え
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

普
及
し
た
現
代
、
人
付
き
合
い
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
や
す
く

な
っ
た
一
方
で
そ
の
意
味
自
体
は
希

薄
化
し
、
あ
り
が
と
う
も
ご
め
ん
な

さ
い
も
面
と
向
か
う
こ
と
な
く
簡
単

に
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
両

親
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
私
を
支
え

て
き
て
く
れ
た
全
て
の
人
へ
感
謝
の

気
持
ち
を
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
口

で
表
し
た
い
で
す
。

新
成
人
と
は
言
っ
て
も
ま
だ
至
ら

ぬ
点
が
多
く
、
精
神
的
に
も
経
済
的

に
も
両
親
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、早
く
自
立
し
た
大
人
に
な
っ
て
、

両
親
や
周
り
の
人
た
ち
を
支
え
て
い

け
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。

ま
ず
、
今
日
こ
の
日
、
生
ま
れ
育

っ
た
昭
和
村
で
成
人
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

私
は
高
校
卒
業
後
、
進
学
の
た
め

上
京
し
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し

た
。
上
京
し
て
か
ら
は
親
と
い
う
存

在
の
あ
り
が
た
た
さ
に
気
づ
か
さ
れ

る
事
が
多
く
、
成
人
式
と
い
う
日
を

迎
え
た
今
日
、
改
め
て
「
あ
り
が
と

口
に
出
し
て
伝
え
た
い

感
謝
の
気
持
ち

後
ご

藤
とう

導
みち

絵
え

さん

（赤　谷）

青春メッセージ（抜粋）

吾
、
川
辺
愛
美
、
鈴
木
英
子
、
▼

南
部
…
新
木
讓
司
、
鈴
木
愛
、
▼

吹
張
…
石
井
恭
一
、
小
野
宇
宙
、

佐
藤
友
哉
、
鈴
木
滋
朗
、
高
橋
隼

斗
、
武
井
良
太
、
林
翔
太
、
加
藤

歩
惟
、
塚
本
千
恵
美
、
本
間
友
美
、

渡
辺
奈
菜
絵
、
▼
宿
…
小
野
ひ
と

み
、
加
藤
早
紀
、
加
藤
美
紀
、
▼

中
内
出
…
松
井
佳
範
、
加
藤
美
佐

恵
、
竹
吉
彩
那
、
▼
常
木
…
見
城

達
也
、
金
子
友
里
加
、
見
城
木
実
、

▼
滝
寺
…
　
岡
和
也
、
▼
南
内
出

…
石
井
真
美
、
石
井
恵
美
、
▼
上

内
出
…
森
康
、
林
真
理
恵
、
笛
木

沙
友
美
、
▼
田
岸
…
根
立
大
、
横

坂
怜
、
▼
大
堀
…
山
崎
修
、
▼
池

原
…
石
塚
幸
平
、
小
菅
真
沙
志
、

根
岸
将
也
、
宮
内
麻
里
、
▼
生
越

…
林
聖
也
、
林
宗
一
郎
、
林
洋
平
、

林
あ
す
み
、
星
野
志
保
、
▼
中
野

下
…
吉
沢
妹
美
、
▼
中
野
上
…
星

野
恭
介
、▼
大
河
原
…
飯
塚
聖
允
、

高
橋
和
寛
、

理
沙
、
▼
追
分

…
見
城
雄
貴
、
小
林
弘
明
、
石
井

香
織
、
星
野
夏
見
、
▼
赤
谷
…
田

口
浩
司
、
後
藤
導
絵
、
横
坂
江
里
、

▼
赤
城
原
第
一
…
郭
勇
、
八
木
達

也
、
須
藤
瑠
美
、
諸
田
晴
美
、
▼

赤
城
原
第
二
…
市
川
亮
、
生
方
国

昭
、
綿
貫
希
一
、
鈴
木
彩
夏
、
ド

ゥ
ア
ン
ウ
タ
ラ
・
ク
ス
マ
、
廣
田

由
加
、
▼
松
ノ
木
平
第
二
…
古
澤

慎
、
▼
県
内
…
眞
下
優
樹
、
松
井

達
也
、
雨
宮
里
佳
、
唐
澤
真
優
、

戸
部
美
穂
、
戸
丸
愛
子
、
成
瀬
明

子
、
▼
県
外
…
石
井
大
翔
、
宮
内

優
、
諏
訪
雅
子
、
関
上
か
す
み
、

平
松
芙
美
、
星
野
有
沙
。
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申
告
の
期
間
中
は
、
沼
田
税
務

署
お
よ
び
村
（
役
場
２
階
特
設
会

場
）
で
、
申
告
書
作
成
の
た
め
の

相
談
を
行
い
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

（h
ttp
://w
w
w
.n
ta
.go
.jp
/tets

u
zu
ki/sh

in
ko
ku
/sh
o
to
ku
/k

a
k
u
te
i.h
tm

）
で
は
、
画
面
の

案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す

る
こ
と
に
よ
り
、
申
告
書
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
、
印
刷
す
れ
ば

そ
の
ま
ま
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利

用
す
る
こ
と
で
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
用
の

申
告
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
、
簡
単
に
自
宅
か
ら
電
子
申

請
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
告
書
用
紙
は
沼
田
税
務
署
ま

た
は
役
場
税
務
課
に
用
意
し
て
い

る
ほ
か
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
可
能
で
す
。

■
納
付
の
期
限

確
定
申
告
に
よ

る
所
得
税
の
納
付
の
期
限
は
３
月

17
日
（
月
）
で
す
。
申
告
書
の
提

出
後
に
、
納
付
書
の
送
付
や
納
税

通
知
書
等
に
よ
る
納
税
の
お
知
ら

せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
納
付
の
方
法

納
税
方
法
は
次

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
振
替
納
税
の
場
合

振
替
日
に
指
定
の
金
融
機
関
の

口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付
さ
れ
ま

す
。
振
替
日
は
４
月
22
日
（
火
）

に
な
り
ま
す
。
事
前
に
口
座
の
残

高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
注
意：

新
た
に
利
用
す
る
場
合
、

ま
た
は
転
居
等
に
よ
り
所
管
の
税

務
署
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、「
預

貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書

送
付
依
頼
書
」
を
沼
田
税
務
署
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
現
金
で
納
付
す
る
場
合

納
期
限
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た

は
沼
田
税
務
署
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
納
付
書
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
沼
田
税
務
署
ま
た
は
沼
田
税

務
署
管
内
の
金
融
機
関
に
用
意
し

て
あ
る
納
付
書
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
納
付
税
額
が
30
万

円
以
下
の
場
合
に
は
、
沼
田
税
務

署
窓
口
で
バ
ー
コ
ー
ド
付
き
納
付

書
の
交
付
を
受
け
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③
電
子
納
税
の
場
合

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
電
子
納
税

が
で
き
ま
す
。

電
子
納
税
を
利
用
す
る
場
合
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
ｅ
―
Ｔ
ａ

ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.e
-ta
x.n
ta
.g
o
.jp
/

）
で

確
認
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.n
ta.go

.jp
/

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

所
得
税
は
、
所
得
金
額
と
税
額

を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
納

税
す
る
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ

た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
す

る
と
、
新
た
に
加
算
税
が
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
延
滞
税
を

併
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
一
年
間
の
所
得
金
額
と
税

額
を
正
し
く
計
算
し
、
早
め
に
申

告
と
納
税
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

沼
田
税
務
署
　
1
２
２
―
２
１

３
１
　
ま
た
は
役
場
税
務
課
　
1

２
４
―
５
１
１
１（
内
線
19
・
29
）

所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

納
付
の
期
限
と
方
法

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
は
正
し
く

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
受
け
付
け
は
、
２
月
18
日
（
月
）
か

ら
３
月
17
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

申
告
書
は
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
利
用
す
る
と
、
ｅ
―

Ｔ

ａ
ｘ
用
申
告
デ
ー
タ
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
、
簡
単
な
操
作

で
電
子
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
と
…

①
Ｈ
Ｐ
か
ら
カ
ン
タ
ン
申
告

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直

接
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

②
最
高
５
千
円
の
税
額
控
除

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
―

Ｔ

ａ
ｘ
で
行
う
と
、
最
高
５
千
円

の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
平
成
19
・
20
年
度

分
の
い
ず
れ
か
１
回
）。

③
添
付
書
類
が
提
出
不
要

医

療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票

等
は
提
出
に
代
え
、
記
載
内
容

を
入
力
し
て
送
信
で
き
ま
す

（
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
は
書

類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

※
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
場

合
は
、
開
始
届
出
書
の
提
出
、

電
子
証
明
書
の
取
得
（
発
行
に

は
費
用
が
か
か
り
ま
す
）、
IC

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
の
購
入
な
ど
の

事
前
準
備
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

沼
田
税
務
署

1
２
２
―
２
１
３
１

ネ
ッ
ト
で
ら
く
ら
く

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
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お 知 ら せ

昭和村地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者の
皆さんを、介護、福祉、健康、医療などさまざまな面から
総合的に支えるために、平成18年４月から役場保健福祉課
内に設けられました。
皆さんがいつまでも健やかに住みなれた地域で生活して

いけるよう、地域包括支援センターをご利用ください。
■連絡先　1２４－５１１１（内線57）

こんなことで困っている人がいたら相談してください。（秘密は厳守いたします。）

「ねんきん特別便」に関する臨時相談窓口を開設します

社会保険庁では、基礎年金番号に結びついて

いない約５,０００万件の記録についてコンピ

ュータによる名寄せ作業を行い、その結果、皆

さんの基礎年金番号の記録と結びつく可能性の

ある記録が出てきた人に、平成19年12月から

平成20年３月までの間に、年金記録のお知ら

せ「ねんきん特別便」を順次お送りします。

それ以外の年金受給者・現役加入者の皆さん

に対しても平成20年４月から10月までの間

に、順次「ねんきん特別便」お送りします。

渋川社会保険事務所では、「ねんきん特別便」

に関するご相談にお応えするため、右のとおり

臨時相談窓口を開設しますので、ご利用下さい。

１．「ねんきん特別便」臨時相談窓口
■日時 ２月26日（火）午前９時40分～午後

４時

■場所 利根沼田文化会館２階　第４会議室

２．相談に必要なもの
①「ねんきん特別便」

②年金手帳または、年金証書など基礎年金番号

がわかるもの（紛失された場合には運転免許証、

健康保険被保険者証等、本人確認ができるもの）

※代理の場合には、委任状が必要です。

３．お問い合わせ
渋川社会保険事務所　1０２７９－２２－１６

１１

○近所に悪徳商法の被害に遭っているお年寄り　

がいるようだ

《高齢者虐待のこと》

○家族から暴力を受けて困っている

○近所で大きな怒鳴り声が聞こえ心配

○親に手をあげてしまい悩んでいる

《介護に関すること》

○家に閉じこもり出

かけなくなった

○足が弱くなり心配

○物忘れが気になる

《消費者被害のこと》

○訪問販売で高額な物を買って困っている
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10
月
〜
12
月

昭
和
村
消
防
団
（
林
公
男
団

長
）
に
よ
る
出
初
め
式
が
１
月

６
日
、役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
の
は
、
団
員
や
役

員
ら
お
よ
そ
100
人
。

式
典
で
は
加
藤
村
長
が
「
本

村
の
消
防
は
、
地
域
に
密
着
し

た
消
防
団
活
動
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
村
民
生
活
の
安
全
向
上

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
た
め
、
村
消
防
団
の
伝
統
を

継
承
し
、
新
た
な
決
意
で
消
防

団
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
と
式
辞
。

林
団
長
以
下
団
員
の
皆
さ
ん

は
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

出初式で決意を新たにする消防団員

新
年
の
決
意
新
た
に

村
で
は
男
性
を
対
象
に
し
た
「
シ
ニ
ア
料
理

教
室
」
を
１
月
22
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
日
を
健
康
で
元
気
に
過
ご
す
基

礎
と
し
て
、
男
性
に
も
食
事
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
う
の
が
ね
ら
い
。

６
人
の
男
性
が
参
加
し
、
簡
単
な
運
動
で
体

を
ほ
ぐ
し
た
後
、
村
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
五
目
混
ぜ
ご
飯
、
鮭

の
幽
庵
焼
き
な
ど
、
４
品
目
の
料
理
に
挑
戦
。

お
そ
る
お
そ
る
料
理
を
し
て
い
た
参
加
者
の

皆
さ
ん
で
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
次
第

に
手
際
が
良
く
な
り
、笑
い
が
こ
ぼ
れ
る
な
ど
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
料
理
を
楽
み
、
最
後
に
は

自
分
た
ち
で
作
っ
た
料
理
に
「
う
ま
い
っ
」
と

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

男
料
理
に
舌
鼓

時間とともに手際が良くなり自然と笑みもこぼれます

完成したたことだるまを囲んで（写真は藤井吉治さん提供）

昭
和
中
の
サ
ッ
カ
ー
部
員
と
村
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
Ｆ
Ｃ
昭
和
の
小
学
５
・
６
年
生
お
よ
そ
50

人
が
１
月
６
日
、
現
在
療
養
中
の
サ
ッ
カ
ー
日

本
代
表
前
監
督
イ
ビ
ツ
ィ
ア
・
オ
シ
ム
さ
ん
に

「
早
く
治
っ
て
」

と
和
だ
こ
を
製

作
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
オ

シ
ム
前
監
督
が

昨
年
８
月
に
村

を
訪
れ
、
サ
ッ

カ
ー
の
指
導
を

し
て
く
れ
た
お

礼
に
「
手
作
り

の
和
だ
こ
で
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
」
と
、
Ｆ
Ｃ

昭
和
監
督
兼
昭
和
中
サ
ッ
カ
ー
部
コ
ー
チ
の
藤

井
吉
治
さ
ん
が
発
案
。

中
学
生
は
午
前
か
ら
集
ま
り
、
た
こ
の
骨
組

み
の
組
み
立
て
を
行
い
、
小
学
５
・
６
年
生
は

午
後
か
ら
た
こ
に
貼
る
四
季
折
々
の
折
り
紙
づ

く
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
完
成
し
た
和

だ
こ
の
他
、
だ
る
ま
や
写
真
集
を
１
月
27
日
、

藤
井
監
督
兼
コ
ー
チ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ジ
ェ
イ
ウ
イ
ン

グ
ス
理
事
竹
内
敏
昭
さ
ん
が
東
京
都
内
の
オ
シ

ム
前
監
督
の
も
と
へ
届
け
ま
し
た
。

藤
井
さ
ん
は
「
オ
シ
ム
前
監
督
は
元
気
そ
う

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
変
満
足
し
て
い
た
よ
う

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
少
年
が
願
い
込
め
、
た
こ
作
り

たこの骨組みを作る中学生

自分たちで作った料理の味は格別

完成した料理

し
た
　
つ
づ
み
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第
26
回
「
わ
た
し
と
家
族
」
作
文
発
表
会
が

１
月
26
日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
の
は
、
村
内
の
各
小
中

学
校
で
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
児
童
や
生
徒
と

そ
の
家
族
ら
お
よ
そ
180
人
。

発
表
会
に
先
立
ち
、
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
村
で
ピ
ア
ノ
の
先
生
を
し
て
い
る

河
田
久
恵
さ
ん
ら
が
ピ
ア
ノ
の
連
弾
や
ソ
ロ
演

奏
を
披
露
。

発
表
会
で
は
、
入
選
者
が
壇
上
で
家
族
を
隣

に
作
文
を
発
表
。

日
ご
ろ
胸
に
秘
め
て
い
る
家
族
へ
の
感
謝
や

尊
敬
の
気
持
ち
を
綴
っ
た
作
文
を
、
心
を
込
め

て
朗
読
す
る
児
童
ら
に
、
来
場
者
は
じ
っ
く
り

と
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。
石
井

千
晶
、
金
子
里
緒
、
竹
之
内
み
な
み
、
岡
田
莉

奈
、
大
渕
菜
月
、

堤
未
智
綱
、
佐

藤
龍
之
介
、
竹

吉
柚
貴
子
、
加

藤
悠
介
、
稲
垣

素
美
、
林
涼
子
、

星
野
朋
見
。

壇上で家族を隣りに作文を発表

賀詞交歓会の終りには村の発展を祈り万歳三唱

新
た
な
年
を
祝
お
う
と
村
主
催
に
よ
る
平
成

20
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
１
月
14
日
、
村
公
民

館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
各
種
団
体
、
公
共
機
関
、

企
業
な
ど
か
ら
お
よ
そ
150
人
を
招
き
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で

加
藤
村
長
は
「
昨
年
は

工
業
団
地
Ｃ
区
画
へ
の

企
業
進
出
に
始
ま
り
、

サ
ッ
カ
ー
場
の
建
設
や

日
本
代
表
前
監
督
の
オ

シ
ム
氏
の
来
村
、
取
手

市
や
横
浜
市
と
の
交
流
な
ど
、
実
り
多
い
素
晴

ら
し
い
一
年
で
し
た
。
今
後
も
住
ん
で
良
か
っ

た
村
づ
く
り
、
人
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
に
ま

い
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
前
年
を
振
り
返

り
、
新
年
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

次
い
で
、
村
議
会
治
田
議
長
、
利
根
沼
田
県

民
局
増
淵
局
長
、
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
㈱
橋
元
部
長

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
詞
を
述
べ
ら
れ
、
星
野
吉
一

農
業
委
員
会
長
の
乾
杯
が
行
わ
れ
る
と
、
会
場

は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
交

歓
会
で
は
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
、
年
始
の
あ
い

さ
つ
や
和
や
か
な
歓
談
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

新
た
な
年
を
と
も
に
喜
び
あ
う

胸
に
秘
め
た
家
族
へ
の
思
い
を
発
表

村
教
育
委
員
会
人
事
が
１
月

18
日
付
で
行
わ
れ
、
新
教
育
委

員
長
に
綿
貫
征
二
さ
ん
（
森
下

中
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
付
で
教
育
委
員

長
職
務
代
行
者
に
野
田
敏
夫
さ

ん
（
中
宿
）
が
選
任
さ
れ
、
前

教
育
委
員
長
の
金
井
利
司
さ
ん

（
赤
谷
）
は
、
１
月
17
日
付
で

任
期
満
了
。
ま
た
、
新
し
い
教

育
委
員
に
は
林
美
之
さ
ん
（
大

河
原
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

アトラクションでは生越太鼓が出演

賞状を受け取る受賞者

新
教
育
委
員
長
に
綿
貫
征
二
　
、

新
教
育
委
員
に
林
美
之

さん

さん

新教育委員
林　美之さん

新教育委員長職務代行者
野田 敏夫さん

新教育委員長
綿貫 征二さん



新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）
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「
夫
と
妻
は
五
分
と
五
分
」

と
語
る
の
は
仲
村
三
郎
さ
ん

美
和
子
さ
ん
ご
夫
妻
。「
ど

ち
ら
か
一
方
が
十
分
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
。
言
い
た
い

事
も
、
譲
る
の
も
、
互
い
に

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
あ
う
事
が

大
切
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

青
春
の
真
っ
直
中
、
戦
中

戦
後
の
激
動
の
時
代
を
過
ご

さ
れ
た
お
二
人
。
三
郎
さ
ん

は
青
年
団
な
ど
で
、
農
業
技

術
の
向
上
や
民
主
主
義
の
勉

強
と
、
積
極
的
に
活
動
。
他

村
の
青
年
団
と
協
力
し
て
、

当
時
若
く
し
て
衆
議
院
議
員

に
当
選
し
た
中
曽
根
康
弘
元

首
相
を
招
き
講
演
会
を
開
催
。

司
会
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

28
歳
の
時
に
は
、
そ
れ
ま

で
営
ん
で
い
た
農
業
か
ら
、

父
の
後
を
継
ぎ
天
理
の
教
え

に
身
を
投
じ
る
こ
と
を
決

心
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
知

り
合
い
の
仲
立
ち
で
美
和
子

さ
ん
と
結
婚
。
二
人
三
脚
の

道
の
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
本
当
に
０ゼ
ロ

か
ら
の
出
発
で

し
た
が
、
苦
労
で
あ
っ
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
よ
」
と
お

二
人
。「
苦
労
と
い
う
の
は

自
ら
求
め
る
も
の
。
苦
痛
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

言
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
年
を
と
る
と
色
々

な
も
の
が
分
か
っ
て
く
る
よ

う
に
な
り
、
毎
日
が
う
れ
し

い
で
す
」
と
い
う
三
郎
さ
ん

と
美
和
子
さ
ん
。「
求
道
者

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
二
人

三
脚
で
色
々
な
も
の
の
理
解

を
推
し
進
め
て
行
き
た
い
で

す
ね
」
と
話
さ
れ
る
お
二
人

は
、
幸
せ
そ
う
に
ほ
ほ
笑
ん

で
い
ま
し
た
。

仲　村　三　郎さん (79歳)
美和子さん (80歳)

・ 滝久保

「
毎
日
が
う
れ
し
い
」

（昭和33年３月13日入籍）

しょうわ11月号で紹介を予定しています。

■応募方法 ①住所、②氏名、③年齢、④行政区を

明記の上、ハガキ、ＦＡＸまたは電子メールにより

お送り下さい

■応募先 役場　企画課　広報統計係　〒379-1298

（郵便番号のみで届きます） FAX２４－５２５４ 電

子メール　kouhou@vill.showa.gunma.jp

■締め切り 10月31日(金)

■問い合わせ 企画課　広報統計係　1２４－５１

１１（内線32）

たくさんのご応募をお待ちしています。

村では今年、昭和33年11月１日に糸之瀬村と久

呂保村が合併し昭和村が誕生してから、50周年を

迎えます。

そこで、広報しょうわでは皆さんからの昭和村合

併50周年に寄せる声を募集します。

村での出来事や体験談、こういうところが変わっ

た、ここは変わらないで等、日ごろ皆さんが考えて

いたり、感じたりしている昭和村のことについて、

どんな事でもかまいません。ぜひお聞かせください。

投稿は、ハガキ、ＦＡＸまたは電子メールで受け

付けます。

なお、お寄せいただいた皆さんからの声は、広報

ご

ぶ
　
　
　
ご

ぶ

じ
ゅ
う
ぶ
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牛

牛
っ
て
と
っ
て
も
素
敵
な
動
物
で
す
。

給
食
で
も
出
る
「
牛
乳
」
は
、
と
て
も
栄
養
価
が
高
く
、
健
康

な
体
作
り
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
な
の
で
、

骨
は
丈
夫
に
な
り
、
身
長
も
よ
く
伸
び
ま
す
!!

次
に
「
牛
肉
」
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
多
く
の
言

葉
は
い
ら
な
い
で
す
ね
…
。
あ
の
味
!!

あ
の
食
感
!!

あ
の
ジ

ュ
ー
シ
ー
さ
!!

「
牛
肉
が
一
番
好
き
！
」
と
い
う
方
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
自
分
は
牛
肉
大
好
き
で
す
が
、
何

か
？
（
笑
）

最
後
に
、「
牛
」
に
つ
い
て
語
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
牛
は
静
か

な
力
持
ち
で
す
。
普
段
は
温
厚
で
す
が
、
本
気
モ
ー
ド
に
な
る
と

畑
を
耕
せ
ち
ゃ
い
ま
す
。（
笑
）

昔
は
牛
に
農
耕
機
具
を
引
か
せ

て
、
畑
を
耕
さ
せ
て
い
た
事
も
あ
っ
た
と
か
。
さ
す
が
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
あ
の
「
牛
柄
」
!!

自
分
は
白
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
見
た
だ
け
で
、
も
う
…
ね
（
笑
）

牛
っ
て
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
動
物
な
ん
で
す
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
金
子
　
祐
介
さ
ん
（
23
歳
・
追
分
）
で
す
。

保育園からの同級生で、レタス農家の息子。一緒に

遊んだり、色々な活動をしたりしている友達です。

現在は、フットサルの県リーグでも活躍中。

フットボールがんばれ!!

今年は立派な氷柱ができました。
H20.2.4撮影（君河原橋の下流）

吉
よし

野
の

雄
ゆう

介
すけ

さん

(23歳・赤谷)

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

な
つ
か
し
い
校
歌
を
村
報
に

前
略
、
ご
免
下
さ
い
ま
せ
。

過
日
、
八
十
八
歳
の
女
性
の

方
か
ら
突
然
お
手
紙
い
た
だ
き

ま
し
た
。昭
和
村
の
方
で
す
が
、

村
外
の
老
人
セ
ン
タ
ー
に
入
所

さ
れ
て
お
り
家
族
と
は
な
れ
て

一
人
淋
し
く
、
赤
城
武
尊
の

山
々
を
な
が
め
て
は
受
け
つ
が

れ
て
来
た
小
学
校
校
歌
に
癒
さ

れ
て
い
る
と
の
ご
様
子
。
年
と

共
に
口
に
す
る
事
も
な
く
、
忘

れ
さ
ら
れ
て
し
ま
う
な
つ
か
し

い
校
歌
を
村
報
に
の
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
手
紙
で
し
た
。

限
り
あ
る
人
生
の
一
時
な
り

と
も
校
歌
に
よ
っ
て
心
癒
さ
れ

る
の
だ
っ
た
ら
と
、
種
々
迷
い

な
が
ら
つ
た
な
き
ペ
ン
を
走
ら

せ
ま
し
た
。

お
忙
し
い
事
と
思
い
ま
す
が
、

ご
一
考
い
た
だ
け
れ
ば
本
人
も

さ
ぞ
喜
ば
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

ご
本
人
が
書
き
ま
し
た
小
学
校

の
校
歌
を
同
封
致
し
ま
し
た
。

失
礼
と
は
存
じ
ま
す
が
、
匿

名
の
程
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
せ
。

乱
筆
に
て
　
　
　
　
か
し
こ

（
匿
名
）

■
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
糸
之
瀬
村
小
学
校
の
校

歌
と
い
う
事
で
、
色
々
調
べ
て

み
ま
し
た
。
が
、
文
献
が
残
っ

て
お
ら
ず
、
正
確
な
校
歌
が
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
お
手
紙
に
同
封
さ

れ
て
い
ま
し
た
校
歌
を
掲
載
し

ま
す
。

も
し
、
糸
之
瀬
村
小
学
校
の

校
歌
を
知
っ
て
い
る
、
ま
た
は

歌
詞
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
人

が
い
ま
し
た
ら
、
役
場
企
画
課

広
報
統
計
係
ま
で
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

広
報
統
計
係

糸
之
瀬
村
小
学
校
　
校
歌

赤
城
の
山
の
も
み
じ
葉
の

赤
き
心
を
胸
と
し
て

陰
日
向
な
く
い
つ
わ
ら
ず

ま
じ
目
に
つ
く
せ
人
の
道

武
尊
の
山
の
春
か
す
み

青
葉
も
み
じ
葉
白
雪
と

よ
そ
み
た
が
え
ず
様
見
れ
ば

き
ま
り
よ
き
こ
そ
尊
け
れ

親
の
な
さ
け
は
子
持
山

峯
よ
り
高
き
そ
の
恵
み

廣
く
世
の
た
め
人
の
た
め

つ
く
す
ぞ
人
の
道
な
る
ぞ

糸
之
瀬
村
の
い
と
早
く

明
日
に
起
き
て
生
業
も

学
び
の
わ
ざ
も
怠
ら
ず

勤
め
よ
は
げ
め
国
の
た
め

.
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村老人クラブ連合会（林一郎会長）

主催の輪投げ大会が１月29日、多目

的屋内運動場で開催されました。

村内各地の老人クラブから195人

が参加し行われた大会では、団体戦

と個人戦でそれぞれ投げた輪の点数

を競い合いました。

集中の一投　それっ!!

集中!！　輪投げ大会

第一保育園では１月19日、保育参

観を実施しました。

保育参観に来園した保護者の皆さ

んは、子どもたちの保育園での普段

の生活を参観した後、子どもたちと

一緒にたこやびゅんびゅんゴマ、ブ

ーメラン作りを行い、子どもたちと

の楽しいひと時を過ごしました。

また、おもちゃ作りの後には、保

育園の先生との意見交換会などが行

われました。

親子で楽しくおもちゃ作り

第二保育園では１月22日、赤城原・松ノ木平両地区のお年寄り８人

とお手玉遊びをしたり、あやとりをしたりと、昔の遊びで楽しく交流

しました。

これは、同保育園の園庭にゲートボールの練習場が隣接しているの

をきっかけに、昨年から、小林仁作さん（松ノ木平第二）らが中心と

なって、年に数回交流会を行っているものです。
園児にコマの回し方を教える小林さん

お年寄りと昔の遊び楽しむ

ＮＰＯ法人清流の会（今�憲雄

理事長）では１月26日、貝野瀬の

川龍寺で特別教養公開講座を実施

しました。

“伊能忠敬を語る「人生二度生

きる」”と題して行われた講演で

は、およそ70人が参加。沼田市文

化財調査委員を務められている安

部秀典さんが、伊能忠敬の生涯を

通じて、忠敬の日本測量の本当の

目的や当時の測量方法と、これか

ら人生の心構えについて、軽快な

リズムで講演しました。

忠敬が三国峠を越え、永井地区

で測量を行っていた史実などに、

集まった人たちは、真剣に耳を傾

けていました。

身振りを交え軽快なリズムで話す講師の阿部さん

公開講座で歴史ひも解く

～大会結果～

種目

団体

個人

第一位

糸井中央Ａ

関上 せい

第二位

糸井南部Ａ

和南城 茂男

第三位

森下Ｂ

須永 譽

わっ!! ゴム銃でこんなに高く飛んだよ

（敬称略）



和やかなひと時を楽しむ

筋力アップを実感

子育保育園の年長組の32人が１月17日、村デイサービス

センターで、演劇や歌を披露しました。

この日は、園児たちが、「アリとキリギリス」の劇を演じ

たり、「結んでひらいて」をお年寄りと一緒に歌ったりしま

した。

お年寄りの皆さんは、園児たちの歌や踊りのかわいらし

い仕草に笑みを浮かべながら、和やかに交流しました。

糸井南地区老人会では１月25日、筋力ト

レーニング上級の修了式を行いました。

この筋力トレーニングは、寝たきり防止

対策として行われており、吹張集会場で行

われた修了式では、同老人会から11人が、

加藤村長より修了証を授与されました。

修了証を受け取られた皆さんからは「筋

力アップを実感している」との声も聞かれ、

上級修了後も定期的に集り、ますます元気

な日々を送る予定です。

1 1

おじいちゃんおばあちゃんと一緒に歌う園児たち

筋トレ上級を修了された糸井南地区老人会のみなさん

新年の意気込み表す書を練習

しょうわ子ども教室では12月15日、村公民館で書き

初め教室を実施しました。

教室には10人の小学生が参加、指導には「昭蘭書道

会」代表の中島菊野さん（森下中）、澤浦ハマ子さん

（森下上）、千明ヤスさん（森下下）、中島はるえさん

（森下中）の４人があたりました。

子どもたちは、お手本を見ながら、真剣なまなざしで

筆の運びを繰り返し練習していました。

みんなの練習の成果です!!
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第５回３on３バスケットボール大会が１月27日、社会体育館で開催

されました。

大会には、５チームが参加。通常のバスケットボールコートの半分

を使い、３人対３人で行われる３on３バスケットボールでは、鮮やか

なパス回しや華麗なシュートを放つなど、素早い試合が展開され、参

加された皆さんは、さわやかな汗を流していました。

～大会結果～
優勝：ボーズ　準優勝：グリッチョ　第三位：受験生

巧みなドリブルでディフェンスを突破

華麗なテクニックで熱戦を繰り広げる

第31回村民剣道大会が１月27日、昭和中学校

剣道場で開催されました。

大会には村内外の保育園児から中学生まで、19

人の少年・少女剣士が参加。

１月21日から26日までの６日間にかけて行わ

れた寒稽古の成果を競い合いました。

いざ尋常に　勝負!!（写真は林勝美さん提供）

竹刀に気合いを込めて

柔道寒稽古が１月21日から26日までの６日

間、昭和中学校柔道場で行われました。

また、１月27日には、第29回柔道大会を開

催。保育園児から中学生までの33人が参加し

た大会では、寒稽古の成果を発揮し、緊迫した

試合を繰り広げていました。

緊迫した技のかけ合い

鍛えた技の応
おう

酬
しゅう

～大会結果～

～大会結果～

種　目

小学生
の　部

小野　尚文

渡辺　訓史

倉沢　隆太

林　　鮎美

加藤　弘崇

加藤　義成

小野　駿介
吉野　弘人

藤井　美緒
岡田　　晃

小野　僚大
星野　真哉

無防具
の　部

中学生
の　部

優　勝 準優勝 第三位

種　目

幼児の部

小
　
学
　
生

中

学

生

低 学 年
男子の部
低 学 年
女子の部
高 学 年
男子の部
高 学 年
女子の部
一 年 生
男子の部
二 年 生
男子の部

女子の部

優　勝

君田　浩気

綿貫　友祐

小方　静流

熊谷　光紀

星野　美久

小室　寛人

反町　和馬

諸田　　悠

竹内　大和

澤浦賢治郎

保坂　まゆ

綿貫　将也

保坂　実生

岡田　拓也

菅原　裕文

涌井　薫奈

涌井　優太

松井　俊輔

―

竹之内史哉

―

永井　　諒

―

佐藤　佳美

準優勝 第三位

（敬称略）

（敬称略）



1 3

緊張!! 上毛カルタ大会

村子ども会育成会連合会主催の上毛カルタ大会

が１月20日、東小学校体育館で開催されました。

村内各地区から代表選手およそ330人が一堂に

会し、小学生低学年の部、小学生の部、中学生の

部の、個人戦と団体戦でそれぞれ日頃の練習の成

果を競い合いました。

また、１月27日には郡大会が村公民館多目的

ホールで開催され、小学生団体の部で、三
み

組
くみ

（中

宿・中内出・常木地区）の石井香子さん、石井柚

季さん、石井千晶さん、澤田みやびさんが見事優

勝、また、惜しくも優勝には届かなかったものの、

小学生低学年で林紀宏君（森下下）が、小学生で

堤未智綱君（入原下）が、中学生で堤崇哉君（入

原下）が、それぞれ個人の部で二位に入賞。団体

の部では森下下宿が３位に入賞しました。

一瞬の判断が明暗を分ける

郡大会の団体戦でも優勝した三組Ａ（村カルタ大会にて）

インディアカでさわやかな汗

サーブはよく狙って、そーれ!!

～村上毛カルタ大会結果～

第12回インディアカ大会が１月26日、社会体育館
で開催されました。
大会は、女子の部と混成の部でそれぞれ試合が行わ

れ、女子の部11チーム、混成の部12チームの、およ
そ130人が優勝を目指し、熱戦を繰り広げました。

※インディアカとは、羽根の付いた特殊なボール（イ
ンディアカボール）を直接手で打ち合う、バレーボー
ルタイプのスポーツです。

～大会結果～
女子の部　優勝：フレンズ
混成の部　優勝：トム

種　目

小学生
低学年 林　　紀宏

堤　未智綱

堤　　崇哉

森 下 下 宿

三　組　Ａ

森下下宿Ａ

�橋　　亮

星野　美久

加藤　悠介

中　　　野

森下下宿Ｂ

赤城高原Ａ

諸田　悠也

諸田　理香

堤　　　 衆

入　　　沢

入　　　沢

赤　城　区

小学生

中学生

小学生
低学年

小学生

中学生

個
人
の
部

団
体
の
部

優　勝 準優勝 第三位

（敬称略）
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テ
レ
ビ
番
組
「
笑

し
ょ
う

点て
ん

」
で
お

な
じ
み
の
三
遊
亭
小
遊
三
師
匠
を

招
き
、
昭
和
村
生
涯
学
習
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

２
月
23
日
（
土
）

開

場：

午
後
１
時
（
開
演：

午
後
１

時
30
分
）

■
場
所

村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容

第
１
部
　
生
涯
学
習
発

表
会
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
　
南

小
子
ど
も
教
室
の
活
動
に
つ
い

て
」
（
南
小
安
全
管
理
員
代
表

青
木
み
ず
き
さ
ん
・
飯
塚
伸
子
さ

ん
）
／
第
２
部
　
人
権
講
演
会

「
つ
ら
い
下
積
み
も
気
構
え
ひ
と

つ
」（
落
語
家：

三
遊
亭
小
遊
三

師
匠
）

■
入
場
料

無
料

小
遊
三
師
匠
の
軽
快
な
語
り
で

生
き
方
の
心
意
気
を
お
聞
き
し
ま

せ
ん
か
？

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

村
で
は
２
年
前
か
ら
老
人
会
を

中
心
に
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
筋
ト
レ
の
ポ
イ
ン
ト

を
確
認
し
、
筋
力
ア
ッ
プ
を
目
指

す
た
め
の
、
筋
ト
レ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
上
級
修
了
者
は
も
ち
ろ

ん
、
筋
ト
レ
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
人
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

■
日
時

３
月
17
日(

月)
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場
所

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容

「
筋
力
ア
ッ
プ
で
い
き

い
き
生
活
」
〜
筋
ト
レ
ポ
イ
ン
ト

の
確
認
を
し
よ
う
〜
　
講
師：

群

馬
大
学
医
学
部
保
健
学
科
准
教
授

浅
川
　
康
吉
先
生
）

輸
血
の
血
液
は
皆
さ
ん
か
ら
の

善
意
に
よ
る
献
血
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

血
液
そ
の
も
の
の
働
き
を
す
る

代
替
品
は
、
人
工
的
に
製
造
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
献
血
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
日

３
月
４
日
（
火
）

■
場
所

①
Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
糸
之

瀬
支
所
（
午
前
10
時
〜
午
前
11
時

30
分
）、
②
昭
和
村
役
場
（
午
後

１
時
〜
午
後
３
時
30
分
）

■
そ
の
他

献
血
カ
ー
ド
（
献
血

手
帳
）
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省
で
は
平
成
６
年
以

前
に
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
の
投

与
を
受
け
た
人
な
ど
に
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
次
の
機
関
で

教
育
委
員
会
事
務
局
　
内
線
53

現代はストレス社会といわれ、こころのエネル

ギー不足で心身の変調をきたす人も多くなってい

ます。こころの病気もカゼと同じように早めに処

置をすることで、重症化を防ぐことができます。

そこで、こころの病気を体験した方の講演会を

開催します。どんな対応がこころを軽くするのか

などヒントが見つかると思います。ぜひ、ご参加

ください。

■実施日 ３月６日(木)

■時間 午前10時～午前11時30分

■場所 保健センター　研修室

■内容 講演および交流会（華蔵寺クリニックデ

イケアメンバー）

■問い合わせ 保健福祉課　健康係（内線26）

臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します臨時職員を募集します
村社会福祉協議会では、平成20年４月１日採用

の臨時職員を次のとおり募集します。

応募する人は、市販の履歴書に必要事項を記入

（有資格者は資格証明書の写しを添付）し、郵送ま

たは持参により提出してください。

なお、面接の日程は、後日連絡します。

■募集職種 臨時事務職員…１名、臨時介護職員

…若干名（経験者、福祉・保健関係有資格者歓迎）

■給与 本会規則による

■選考 書類及び面接で選考

■提出期限 ３月７日(金) 午後５時１５分

■申し込み・問い合わせ 村社会福祉協議会事務

局　〒379－1203 群馬県利根郡昭和村糸井624

1２０－１１２６

三さ
ん

遊ゆ
う

亭て
い

小こ

遊ゆ
う

三ざ

師
匠
を
招

き
生
涯
学
習
大
会
を
開
催

３
月
17
日(

月)

は

筋
ト
レ
大
会
!!

保
健
福
祉
課
　
内
線
26

３
月
４
日（
火
）実
施
の

献
血
に
ご
協
力
を

保
健
福
祉
課
　
内
線
26

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

検
査
を
お
受
け
く
だ
さ
い

保
健
福
祉
課
　
内
線
26

こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催こころの講演会を開催
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■もんだい
成人式が１月13日、村公民館多目的
ホールで行われ、真新しいスーツや色
とりどりの華やかな着物に身を包んだ
108人の新成人の皆さんが、新たな門
出を祝いあいました。
それでは問題です。今年行われた成
人式は第○回だったでしょうか？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で村商工会商品券500円分を差し上げます。s締
め切り＝３月３日(月)。s発表＝「広報しょう
わ」３月号。s答えは必ずハガキに書き、下記要
領で応募してください。

u１月号のクイズの答えは、「うるう年」で
した。応募総数は14通。当選者は次のとおり
です(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

足
萎
え
し
八
十
路
の
我
は
す
る
事
な
く

日
記
の
余
白
多
き
此
の
頃

金
井
　
粂
子

掘
炬
燵
一
っ
で
足
り
し
年
始
客
も

孫
子
集
へ
ば
足
し
て
も
狭
し金

井
　
松
枝

懸
命
に
農
に
励
み
居
ゐ
る
吾
子
の
助
手

や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
出
来
う
る
か
ぎ
り

新
木
　
た
き

初
買
ひ
に
鍬
を
買
ひ
来
し
余
後
の
夫

鍬
の
柄
を
持
ち
角
度
確
か
む

阿
部
　
ト
シ
子

祖
母
バ
ー
バ
ー
の
葬
り
に
は
し
ゃ
ぐ
三
歳
の

記
憶
の
中
に
残
れ
る
は
何

角
田
　
静
恵

今
年
こ
そ
は
是
非
逢
ひ
た
し
と
ふ
添
へ
書
の

賀
状
を
手
に
持
ち
電
話
を
か
け
る

小
林
　
文
吉

ま
だ
ま
だ
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
も
初
売
り
の

書
店
で
た
め
ら
ふ
五
年
の
日
記

新
木
　
武
治

願
ひ
こ
め
て
賽
銭
た
の
み
柏
手
は

嫁
に
合
わ
せ
て
し
っ
か
り
と
打
つ

堤
　
あ
さ
江

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

独
り
居
に
な
れ
て
人
恋
ふ
星
月
夜

林
　
町
子

走
り
根
に
又
つ
ま
づ
き
し
冬
立
つ

日
　
　
　
　
　
　
　
坂
田
　
保
男

翁
の
日
地
図
に
線
引
く
奥
の
道

大
河
原
　
一
郎

芭
蕉
忌
や
夢
も
詩
な
り
旅
の
空

小
林
　
仁
作

芭
蕉
忌
や
耐
ゆ
る
人
生
浮
き
沈
み

梅
沢
　
ま
つ

裸
木
と
並
べ
て
増
し
ぬ
寒
さ
か
な

須
藤
　
澄
子

万
歩
計
腰
に
か
さ
こ
そ
落
葉
道

新
木
　
武
治

ひ
そ
や
か
に
胸
の
孤
独
や
灯
の
ゆ

ら
ぎ
　
　
　
　
　
　
狩
野
　
亀
男

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
裾
長
々
と
雪
赤
城

赤
北

★真　下　あかね　 (９歳)

★大　竹　弘　子　 (35歳)

鎌 沢

赤 谷

応募規定

検
査
を
受
け
る
事
が
で
き
ま
す
。

■
検
査
機
関

沼
田
保
健
福
祉
事

務
所
　
1
２
３
―
２
１
８
５

■
検
査
日
時

毎
週
火
曜
日
　
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

※
検
査
に
は
電
話
に
よ
る
予
約
が

必
要
で
す
。

■
Ｃ
型
肝
炎
に
関
す
る
国
の
窓
口

厚
生
労
働
省
　
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
　
０
１
２
０
―
５
０
９
―
０

０
２
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
hlw
.go
.jp/

な
お
、
村
で
は
平
成
14
年
度
か

ら
、
40
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

基
本
健
診
時
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
度
検
査
を
受
け
た
事

の
あ
る
人
は
、
再
度
検
査
を
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
明
な
点
は
健
康
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
が
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
お
支
払
い
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
20

年
２
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
を
開

始
し
、
平
成
20
年
３
月
分
の
保
険

料
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
支
払
い
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

■
支
払
い
方
法

①
毎
月
払
い
…

毎
月
の
保
険
料
を
当
月
末
に
立
て

替
え
。
割
引
な
し
。

②
一
年
払

い
（
前
納
）
…
４
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
４

月
末
に
立
て
替
え
。
一
年
分
の
保

険
料
を
毎
月
現
金
で
納
め
た
場
合

と
比
べ
て
、
３
　
０
７
０
円
割
引
。

③
半
年
払
い
（
前
納
）
…
４
月
か

ら
９
月
ま
で
の
保
険
料
を
４
月
末

に
、
10
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

保
険
料
を
10
月
末
に
ま
と
め
て
立

て
替
え
。
半
年
分
の
保
険
料
を
毎

月
現
金
で
納
め
た
場
合
と
比
べ
、

７
０
０
円
割
引
。

ご
希
望
の
場
合
は
、
申
込
用
紙

「
国
民
年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

渋
川
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
用
紙
は
、

渋
川
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
役

場
住
民
係
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ

か
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.sia.go.jp

/

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
渋
川
社
会
保
険
事

務
所
　
1
０
２
７
９
―
２
２
―
１

６
１
１
ま
で
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

お
支
払
い
い
た
だ
け
ま
す

，



対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
が
平
成
21
年
度
ま

で
の
３
年
間
実
施
す
る
事
業
で
、

実
施
を
希
望
す
る
人
は
、
事
務
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
３
月

10
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
業
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

１
　
契
約
栽
培
の
推
進

契
約
栽

培
の
拡
大
に
向
け
、
生
産
者
と
国

内
製
造
業
者
等
と
の
協
議
・
契
約

の
締
結
等
を
推
進
し
ま
す
。

▼
契
約
栽
培
奨
励
金
の
交
付

生

い
も
１
ｔ
当
た
り
１
　
３
５
０
円

（
平
成
20
年
度
）

▼
要
件

①
こ
ん
に
ゃ
く
の
栽
培

面
積
３
ha
以
上
の
生
産
者
（
生
い

も
こ
ん
に
ゃ
く
用
途
の
場
合
は
1.5

ha
以
上
）、
②
こ
ん
に
ゃ
く
植
え

付
け
前
ま
で
に
製
造
業
者
等
と
契

約
を
締
結
す
る

２
　
他
作
物
へ
の
転
換
支
援

野

菜
な
ど
他
作
物
へ
の
作
付
け
転
換

を
希
望
す
る
場
合
、
転
換
初
年
目

の
み
に
必
要
な
経
費
を
支
援
し
ま

す
。

▼
作
物
転
換
助
成
金
の
交
付

10

ａ
当
た
り
15
万
２
千
円
（
種
い
も

処
分
費
用
を
助
成
金
か
ら
差
し
引

き
ま
す
）

▼
要
件

①
こ
ん
に
ゃ
く
の
栽
培

面
積
10
ａ
以
上
の
生
産
者
、
②
転

換
後
は
こ
ん
に
ゃ
く
作
付
け
を
増

や
さ
な
い
、
③
転
換
す
る
ほ
場
を

特
定
し
平
成
26
年
度
ま
で
他
作
物
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現
在
日
本
で
は
、
記
録
の
残
る

昭
和
43
年
以
降
、
毎
日
交
通
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
交
通
安
全
に
対
す
る

国
民
の
意
識
を
高
め
、
国
民
一
人

ひ
と
り
が
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事

故
死
傷
者
数
の
減
少
傾
向
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
次
の
と

お
り
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指

す
日
」
を
設
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

▼
実
施
日

２
月
20
日(

水)

、
４

月
10
日(

木)

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
」
は
も
と
よ
り
、
日
頃
か
ら
交

通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
、
交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。雇

用
、
労
働
条
件
引
き
下
げ
、

い
じ
め
な
ど
の
労
働
に
係
る
民
事

紛
争
問
題
で
お
困
り
の
労
働
者
、

事
業
主
の
皆
さ
ん
、「
群
馬
紛
争

調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
制

度
」
を
ご
利
用
下
さ
い
。

あ
っ
せ
ん
制
度
は
互
譲
の
精
神

を
前
提
に
、
使
役
の
話
し
合
い
に

よ
る
和
解
を
目
指
し
、
群
馬
労
働

局
が
仲
介
者
（
弁
護
士
等
の
有
識

者
）
と
場
所
（
会
議
室
等
）
を
提

供
す
る
も
の
で
す
。

労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
事
業
主

も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
群
馬
労

働
局
企
画
室
内
）

1
０
２
７
―

２
１
０
―
５
０
０
２

こ
ん
に
ゃ
く
産
地
の
構
造
改
革

を
推
進
し
、
需
要
と
供
給
の
安
定

化
及
び
産
地
の
体
質
強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
19
年
度
か

ら
、
特
定
農
作
物
産
地
構
造
改
革

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

▼
お
知
ら
せ

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

を
実
施

◆
中
央
交
通
安
全
対
策
会
議

職
場
の
紛
争
に
は

「
あ
っ
せ
ん
制
度
」
の
ご
利
用
を

◆
群
馬
労
働
局

特
定
農
作
物
産
地
構
造
改

革
対
策
事
業
に
つ
い
て

◆
利
根
沼
田
地
域
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
産
地
推
進
協
議
会

おまわりさんからのお知らせ

事故多発！　雪道での運転には十分注意しましょう

・・

，

１月31日現在、沼田警察署管内では交通事故が

発生しており、

村内では、

発生しています。

村内での交通事故の大半の原因は、道路の凍結に

よるハンドル操作の誤りであり、年齢別では40歳代、

50歳代のドライバーに多く見受けられます。

運転技術や車の性能を過信せず、下り坂では十分

減速してください。

また、望郷ライン上の事故も散見されるため、優

先道路であっても徐行し、安全運転を心がけてくだ

さい。

人身事故

物件事故

４４件

２５５件

前年度比 ＋７件

前年度比 ＋７１件

人身事故

物件事故

３件

１０件

前年度比 ＋１件

前年度比 ±０件



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じま
す。◆日時：３月７日（金）、午
後１時30分～４時、◆会場：役
場会議室

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：２
月29日（金）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：３月７
日（金）、午後１時30分～（事前
に電話予約を）、◆会場：沼田保
健福祉事務所1２３－２１８５

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時◆相談専用電話1０
２７－２３１－４４８８

国民健康保険税９期、固定資産

税４期、介護保険料６期は、２月

29日（金）が納期です。完納に

ご協力ください。

今・月・の・納・期

特設人権相談所

健康相談

こころの相談

女性相談センター

1 7

わが村の人口

人　口　7,842人　(－２)
男　　3,873人　(－１)
女　　3,969人　(－１)

世帯数　2,272世帯(＋４)
※（ ）内は前月比

２月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

の
栽
培
を
行
う
、
④
転
換
す
る
ほ

場
の
種
い
も
を
引
き
渡
す

▼
問
い
合
わ
せ

利
根
沼
田
地
域

こ
ん
に
ゃ
く
い
も
産
地
推
進
協
議

会
事
務
局
（
Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
営
農

事
業
本
部
販
売
課
）

1
０
２
７

８
―
５
０
―
６
１
１
１
ま
た
は
、

利
根
沼
田
県
民
局
　
利
根
農
業
事

務
所
農
業
振
興
課
　
生
産
振
興
グ

ル
ー
プ
　
1
０
２
７
８
―
２
３
―

０
１
８
８

利
根
沼
田
県
民
局
で
は
、
ひ
な

祭
り
に
あ
わ
せ
て
「
利
根
沼
田
ふ

ら
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し

ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
春
の
足
音
が
聞
こ
え

る
季
節
、
ひ
な
祭
り
の
夕
食
前
の

ひ
と
と
き
を
音
楽
に
耳
を
傾
け
て

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

３
月
３
日
（
月
）

午

後
５
時
30
分
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

▼
場
所

利
根
沼
田
県
民
局
１
階

県
民
ホ
ー
ル

▼
出
演
団
体

ス
イ
ン
グ
・
リ
バ

ー
・
ジ
ャ
ズ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

（
み
な
か
み
町
）

▼
入
場
料

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

利
根
沼
田
県
民

局
　
沼
田
行
政
事
務
所
振
興
グ
ル

ー
プ
　
1
０
２
７
８
―
２
２
―
４

３
３
８

建
築
大
工
の
事
業
所
に
就
職
し

て
い
る
人
、
ま
た
は
就
職
を
希
望

す
る
人
を
対
象
に
、
４
月
か
ら
の

入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
科

木
造
建
築
科

▼
内
容

関
連
学
科
、
基
本
実
技

▼
訓
練
期
間

３
年
間
（
原
則
毎

週
土
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時
20
分
）

▼
費
用

入
校
金
５
万
円
、
訓
練

費
（
年
間
）
３
万
円
、
事
業
主
会

費
（
年
間
）
１
万
２
千
円
ほ
か

▼
定
員

10
名
（
年
齢
は
不
問
）

▼
入
校
選
考

書
類
選
考

▼
取
得
資
格

修
了
者
は
技
能
士

補
の
資
格
を
取
得
（
２
級
技
能
士

の
受
験
の
受
験
資
格
と
学
科
試
験

免
除
）

▼
募
集
期
限

３
月
31
日(

月)

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

利

根
沼
田
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

〒
３
７
８
―
０
０
１
４
　
沼
田
市

栄
町
123
―
１
　
1
０
２
７
８
―
２

２
―
４
９
０
４
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

１
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

大
　
堀
　
鈴す

ず

木き

康こ
う

生せ
い

く
ん

さ
ん
の
子
１
月
１
日
生

大
　
堀
　
�よ

し

野の

天
翔

か
け
る

く
ん

さ
ん
の
子
１
月
15
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

幹
　
朗

真
　
子

技
真
　
紀

▼
催
し
も
の

利
根
沼
田
ふ
ら
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催

◆
利
根
沼
田
県
民
局

▼
募
　
集

建
築
大
工
の

訓
練
生
を
募
集

◆
利
根
沼
田
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

鎌
　
沢
　
野
上
フ
ミ
ヱ
さ
ん

87
歳
　
１
月
４
日
没

生
　
越
　
林
　
　
デ
ン
さ
ん

84
歳
　
１
月
４
日
没

入
原
上
　
板
橋
　
武
司
さ
ん

69
歳
　
１
月
５
日
没

入
原
上
　
高
橋
久
美
子
さ
ん

44
歳
　
１
月
18
日
没

吹
　
張
　
小
野
　
大
吉
さ
ん

80
歳
　
１
月
18
日
没

生
　
越
　
林
　
　
静
子
さ
ん

89
歳
　
１
月
21
日
没

入
原
上
　
　
木
　
昌
�
さ
ん

78
歳
　
１
月
23
日
没

追
　
分
　
　
原
高
次
郎
さ
ん

81
歳
　
１
月
23
日
没

滝
久
保
　
林
　
　
晴
雄
さ
ん

88
歳
　
１
月
１
日
没

藤
　
井
　
藤
井
八
重
子
さ
ん

79
歳
　
１
月
２
日
没




